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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ光学系と、
　前記レンズ光学系を介して被写体を撮像し、画像信号を出力する撮像部と、
　前記撮像部が出力する画像信号を画像処理して画像データを出力する画像処理部と、
　前記画像処理部が出力する画像データを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された画像データを表示する表示部と、
　筐体の姿勢を検出する傾き検出センサと、
　前記筐体上に設けられた検出スイッチと、
　前記検出スイッチが押下されている場合は、前記傾き検出センサの出力に応じて所定の
操作を実行し、前記検出スイッチの押下状態が解除された時点で所定の操作を確定する制
御部と、
　前記傾き検出センサの出力信号から筐体の水平方向の重力加速度成分を検出する静的加
速度検出部と
　を設け、
　前記制御部は、前記検出スイッチが押下されている場合であっても、前記検出スイッチ
が押下された時の筐体の位置における前記静的加速度検出部の検出信号を基準として、前
記静的加速度検出部の検出信号の絶対値が減衰する方向に変化している時は、前記所定の
操作を実行しない
　ことを特徴とする電子カメラ。
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【請求項２】
　請求項１に記載の電子カメラにおいて、
　撮影モードと再生モードとを切り替えるモード切替スイッチを更に設け、
　前記制御部は、前記モード切替スイッチが撮影モードの場合に、前記検出スイッチが押
下されている時は、前記表示部に表示されたメニューから、前記傾き検出センサの出力に
応じてメニュー選択を行い、前記検出スイッチの押下状態が解除された時点で選択されて
いるメニューを実行し、前記モード切替スイッチが再生モードの場合に、前記検出スイッ
チが押下されている時は、前記記憶部に記憶された複数の画像データを１枚ずつ読み出し
て前記表示部に表示し、前記傾き検出センサの出力に応じて、前記表示部に表示する画像
データの送り戻しを実行する
　ことを特徴とする電子カメラ。
【請求項３】
　請求項２に記載の電子カメラにおいて、
　前記制御部は、前記電子カメラの姿勢を動かす方向と、前記表示部に表示されたメニュ
ーの移動方向または画像データの送り戻し方向とが一致するように制御する
　ことを特徴とする電子カメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直感的な操作が可能な電子カメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な電子カメラは、カーソルキーや決定ボタンなど様々な操作インターフェースを
有している。このため、電子カメラの小型化が難しく、使用者は複雑な操作を要求される
。そこで、電子カメラの操作ボタンを減らすために、３軸加速度検出素子を搭載した電子
カメラ本体の姿勢を検知して、電子カメラ本体の姿勢に応じた操作を実行する技術が検討
されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところが、３軸加速度検出素子の出力信号を利用して電子カメラを操作する場合、電子
カメラの動きや姿勢によって誤動作する可能性がある。
【０００４】
　従来、誤動作を防ぐために、３軸加速度検出素子の出力信号の有効／無効を選択すると
共に、操作を決定するための多段型スイッチ（１つのスイッチでスイッチを押す段階毎に
出力を得るもの）を搭載し、１段目を押下中は３軸加速度検出素子の出力信号が有効とな
り、２段目を押下すると操作が決定されるようになっていた。
【０００５】
　或いは、３軸加速度検出素子の出力信号に閾値を設定して、閾値以下の出力信号を無効
にする方法が考えられていた。
【特許文献１】特開２００６－３０９０６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、従来技術は、電子カメラ本体の動きや姿勢が、電子カメラ本体に予め記憶さ
れた所定の動きや姿勢に一致した場合に、これに対応したコマンドを実行するようになっ
ており、使用者は電子カメラの所定の動きや姿勢とコマンドとの対応を覚えておかなけれ
ばならなかった。
【０００７】
　また、３軸加速度検出素子の出力信号の有効／無効や、操作を決定するための多段型ス
イッチを用いた場合は、１段目を操作中に２段目を押下してしまう可能性があった。
【０００８】
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　さらに、３軸加速度検出素子の出力信号に閾値を設定して、閾値以下の出力信号を無効
にする方法は、閾値以上であれば、その動作は有効となってしまうため、電子カメラ本体
の動かし方によっては、意図しない操作が実行されてしまう可能性があった。例えば、操
作前の位置に戻す時の動作を検出して、意図する操作とは逆の操作が実行されてしまう恐
れがあった。
【０００９】
　本発明の目的は、電子カメラ本体の動きや姿勢に応じて、誤動作なく、直感的に操作す
ることが可能な電子カメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る電子カメラは、レンズ光学系と、前記レンズ光学系を介して被写体を撮像
し、画像信号を出力する撮像部と、前記撮像部が出力する画像信号を画像処理して画像デ
ータを出力する画像処理部と、前記画像処理部が出力する画像データを記憶する記憶部と
、前記記憶部に記憶された画像データを表示する表示部と、筐体の姿勢を検出する傾き検
出センサと、前記筐体上に設けられた検出スイッチと、前記検出スイッチが押下されてい
る場合は、前記傾き検出センサの出力に応じて所定の操作を実行し、前記検出スイッチの
押下状態が解除された時点で所定の操作を確定する制御部と、前記傾き検出センサの出力
信号から筐体の水平方向の重力加速度成分を検出する静的加速度検出部とを設け、前記制
御部は、前記検出スイッチが押下されている場合であっても、前記検出スイッチが押下さ
れた時の筐体の位置における前記静的加速度検出部の検出信号を基準として、前記静的加
速度検出部の検出信号の絶対値が減衰する方向に変化している時は、前記所定の操作を実
行しないことを特徴とする。
【００１２】
　さらに、撮影モードと再生モードとを切り替えるモード切替スイッチを更に設け、前記
制御部は、前記モード切替スイッチが撮影モードの場合に、前記検出スイッチが押下され
ている時は、前記表示部に表示されたメニューから、前記傾き検出センサの出力に応じて
メニュー選択を行い、前記検出スイッチの押下状態が解除された時点で選択されているメ
ニューを実行し、前記モード切替スイッチが再生モードの場合に、前記検出スイッチが押
下されている時は、前記記憶部に記憶された複数の画像データを１枚ずつ読み出して前記
表示部に表示し、前記傾き検出センサの出力に応じて、前記表示部に表示する画像データ
の送り戻しを実行することを特徴とする。
【００１３】
　特に、前記制御部は、前記電子カメラの姿勢を動かす方向と、前記表示部に表示された
メニューの移動方向または画像データの送り戻し方向とが一致するように制御することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る電子カメラは、傾き検出センサによって直感的な操作を行うことができ、
カーソルキーや決定ボタンを無くすことができる。特に、電子カメラのメニュー操作時は
カーソル操作に限定し、画像再生時は画像送り操作に限定することで、使用者は電子カメ
ラの動きや姿勢とコマンドとの対応を記憶する必要がなくなり、画像を確認しながら直感
的な操作が可能となる。また、検出スイッチを押している間は傾き検出センサの出力を有
効とし、検出スイッチを離すと操作が決定されるようにし、ダブルクリックで前のメニュ
ーに戻るようにしたので、スイッチの個数を減らすと共に、複雑なスイッチが不要となる
。さらに、傾き検出センサの出力信号を用いて、静的加速度検出を行うようにしたので、
誤動作を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の各実施形態について詳しく説明する。
（第１の実施形態）
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　図１は第１の実施形態に係る電子カメラ１０１のブロック図である。電子カメラ１０１
は、レンズ１０２と、撮像部１０３と、画像処理部１０４と、制御部１０５と、液晶表示
部１０６と、記憶部１０７と、メモリカード１０８と、操作パネル１０９と、傾き検出セ
ンサ１１０とで構成される。
【００１６】
　電子カメラ１０１において、レンズ１０２から入射した被写体からの光は、撮像部１０
３の受光面に結像される。撮像部１０３は受光面に結像された光を電気信号に変換し、さ
らにＡ／Ｄ変換してデジタル画像データを画像処理部１０４に出力する。
【００１７】
　画像処理部１０４は、撮像部１０３から入力する画像データに所定の画像圧縮処理を行
い、制御部１０５に出力する。
【００１８】
　制御部１０５は、予め記憶されたプログラムに従って動作し、電子カメラ１０１の各部
を制御する。例えば、画像処理部１０４から入力した画像データを、液晶表示部１０６に
表示したり、記憶部１０７やメモリカード１０８に記憶する。使用者は、操作パネル１０
９にある操作キーや操作ボタンなどを用いて電子カメラ１０１を操作する。
【００１９】
　図２は、電子カメラ１０１の外観を示す斜視図である。電子カメラ１０１の筐体には、
液晶表示部１０６の他に、操作パネル１０９に含まれるレリーズボタン１５１，検出スイ
ッチ１５２，モード切り替えスイッチ１５３，電源ボタン１５４が設けられている。尚、
本実施形態の電子カメラ１０１は、モード切り替えスイッチ１５３によって、撮影モード
と再生モードとを選択できるようになっている。撮影モードでは、撮像部１０３で撮影す
る画像を液晶表示部１０６にスルー画像として表示して、レリーズボタン１５１を押すと
表示されている画像が撮影されて、記憶部１０７やメモリカード１０８に記憶される。再
生モードでは、記憶部１０７やメモリカード１０８に記憶された撮影済みの画像を液晶表
示部１０６に表示される。
【００２０】
　次に、傾き検出センサ１１０について詳しく説明する。傾き検出センサ１１０は、３軸
加速度検出素子で構成され、電子カメラ１０１のｘ軸方向，ｙ軸方向，ｚ軸方向の動的加
速度成分を電圧に変換して、制御部１０５に出力する。図３は、傾き検出センサを使用し
た一例として、電子カメラ１０１の姿勢の変化と、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，
ｚ軸方向の動的加速度成分の出力電圧との関係を示した図である。尚、パターンＡからパ
ターンＨの８種類のパターンを示す図において、電子カメラ１０１はｘｙ平面上に、液晶
表示部１０６をｚ軸プラス方向に向けて置かれている。また、例示したように、電子カメ
ラ１０１の方向を上部，下部，右部，左部として説明する。
【００２１】
　図３において、パターンＡは、電子カメラ１０１の下部を軸として上部をｚ軸マイナス
方向に下げた場合を示している。この場合は、図３右側に示した傾き検出センサ１１０の
出力電圧を示すパターンＡのグラフにおいて、傾き検出センサ１１０のｘ軸方向の出力は
変化せず、ｙ軸方向とｚ軸方向の出力がマイナスに変化する。パターンＢは、電子カメラ
１０１の上部を軸として下部をｚ軸マイナス方向に下げた場合を示している。この場合は
、パターンＢのグラフにおいて、傾き検出センサ１１０のｘ軸方向の出力は変化せず、ｙ
軸方向の出力がプラスに、ｚ軸方向の出力がマイナスに変化する。
【００２２】
　同様に、パターンＣは、電子カメラ１０１の下部を軸として上部をｚ軸プラス方向に上
げた場合を示している。この場合は、パターンＣのグラフにおいて、傾き検出センサ１１
０のｘ軸方向の出力は変化せず、ｙ軸方向の出力がマイナスに、ｚ軸方向の出力がプラス
に変化する。パターンＤは、電子カメラ１０１の上部を軸として下部をｚ軸プラス方向に
上げた場合を示している。この場合は、パターンＤのグラフにおいて、傾き検出センサ１
１０のｘ軸方向の出力は変化せず、ｙ軸方向とｚ軸方向の出力がプラスに変化する。
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【００２３】
　また、パターンＥは、電子カメラ１０１の左部を軸として右部をｚ軸マイナス方向に下
げた場合を示している。この場合は、パターンＥのグラフにおいて、傾き検出センサ１１
０のｙ軸方向の出力は変化せず、ｘ軸方向とｚ軸方向の出力がマイナスに変化する。パタ
ーンＦは、電子カメラ１０１の右部を軸として左部をｚ軸マイナス方向に下げた場合を示
している。この場合は、パターンＦのグラフにおいて、傾き検出センサ１１０のｙ軸方向
の出力は変化せず、ｘ軸方向の出力がプラスに、ｚ軸方向の出力がマイナスに変化する。
【００２４】
　同様に、パターンＧは、電子カメラ１０１の左部を軸として右部をｚ軸プラス方向に上
げた場合を示している。この場合は、パターンＧのグラフにおいて、傾き検出センサ１１
０のｙ軸方向の出力は変化せず、ｘ軸方向の出力がマイナスに、ｚ軸方向の出力がプラス
に変化する。パターンＨは、電子カメラ１０１の右部を軸として左部をｚ軸プラス方向に
上げた場合を示している。この場合は、パターンＨのグラフにおいて、傾き検出センサ１
１０のｙ軸方向の出力は変化せず、ｘ軸方向とｚ軸方向の出力がプラスに変化する。
【００２５】
　このように、制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の動的加
速度成分の出力電圧をモニタすることで、電子カメラ１０１の姿勢の変化を検出すること
ができる。例えば、表１に示すように、パターンＡからパターンＤの動作を撮影モードの
メニュー操作時に使用し、パターンＥからパターンＨの動作を再生モードのページ送りに
使用することができる。
【００２６】

【表１】

　次に、本実施形態に係る電子カメラ１０１の動作について、図４および図５のフローチ
ャートを用いて詳しく説明する。尚、これらの一連の処理は、制御部１０５に予め記憶さ
れたプログラムに従って実行される。
（ステップＳ２０１）電子カメラ１０１の電源ボタン１５４を押して電源が投入されると
処理を開始する。
（ステップＳ２０２）操作パネル１０９に含まれるモード切り替えスイッチ１５３が撮影
モードになっているか否かを判別し、撮影モードになるまで以下の処理は実行されない。
撮影モードに切り替えられた場合は、次のステップＳ２０３に進む。尚、撮影モードに切
り替えられると、電子カメラ１０１は撮影待機状態となる。撮影待機状態では、撮像部１
０３が撮影しているスルー画像が液晶表示部１０６に表示され、レリーズボタン１５１を
押すと液晶表示部１０６に表示されている構図で画像が撮影されて、記憶部１０７やメモ
リカード１０８に記憶される。
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（ステップＳ２０３）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２が押されている（
ＯＮ）か否かを判別し、先に説明した撮影待機状態のままで、検出スイッチ１５２が押さ
れるのを待つ。検出スイッチ１５２が押されると、次のステップＳ２０４に進む。
（ステップＳ２０４）撮影待機状態で液晶表示部１０６に表示されていたスルー画像をメ
ニュー画面に切り替える。メニュー画面は、例えば図６（ａ）に示すような画面で、液晶
表示部１０６に複数の選択メニューがメイン１からメイン６のように表示される。
（ステップＳ２０５）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２がダブルクリック
されたか否かを判別する。ダブルクリックされた場合はステップＳ２０６に進み、ダブル
クリックされていない場合はステップＳ２０７に進む。
【００２７】
　ここで、ダブルクリックについて図７を用いて説明する。図７は、横軸に時間ｔを取っ
て、検出スイッチ１５２のＯＮ／ＯＦＦの変化を表した図である。検出スイッチ１５２を
押したままの状態から、Ｔ１の時間だけ検出スイッチ１５２を離した後、次に検出スイッ
チ１５２が押された時点からダブルクリックを判断する。つまり、期間Ｔ１と、そのＯＦ
Ｆの期間の後、１回目のＯＮの立ち上がりから一旦ＯＦＦの期間を経て、２回目のＯＮの
立ち上がりまでの期間Ｔ２の合計を、ダブルクリック判定用に設定された所定の期間Ｔ３
と比較することで判断する。Ｔ２およびＴ３の値はユーザが予め自由に設定できるように
しておき、期間Ｔ２終了までの期間がＴ３未満の場合はダブルクリックと判断し、Ｔ３以
上の場合はダブルクリックではないと判断する。尚、Ｔ３の期間においては、サブメニュ
ーは表示されず、クリック操作はダブルクリックのみ有効とする。
（ステップＳ２０６）ステップＳ２０４で液晶表示部１０６に表示されていたメニュー画
面を撮影待機状態のスルー画像に切り替え、ステップＳ２０３に戻る。
（ステップＳ２０７）制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の
動的加速度成分の出力信号を取り込む。
（ステップＳ２０８）制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の
動的加速度成分の出力信号から、図３で説明したように、電子カメラ１０１の傾きを判断
する。
さらに、制御部１０５は、電子カメラ１０１の傾きに応じて、液晶表示部１０６に表示さ
れている複数の選択メニュー上をカーソル移動させる。例えば、図６（ａ）に示すように
、グレー表示されたメイン３のメニューにカーソルがあった場合に、電子カメラ１０１を
図３のパターンＡまたはパターンＤのように動かすと、メイン３のメニューからメイン２
、さらにメイン１のメニューへとカーソルが移動する。逆に、電子カメラ１０１を図３の
パターンＢまたはパターンＣのように動かすと、メイン３のメニューからメイン４へ、さ
らにメイン５，メイン６のメニューへとカーソルが移動する。尚、メニューがメイン７，
メイン８と続く場合は、メニュー自体をスクロールしながら液晶表示部１０６に表示する
。
このようにして、メニュー上をカーソル移動させて、所望のメニューを選択する。尚、選
択されたメニューは、図６（ａ）のメイン３のメニューのように、グレー表示されるので
、容易に確認できる。
（ステップＳ２０９）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２が押されている（
ＯＮ）か否かを判別する。検出スイッチ１５２が押されたままの状態である場合は、ステ
ップＳ２０７に戻って、メニューの選択動作を続ける。検出スイッチ１５２が離された場
合は、図５の次のステップＳ２１０に進む。
（ステップＳ２１０）検出スイッチ１５２が離された場合は、その時点でグレー表示され
て選択されていたメインメニューに決定し、選択されていたメインメニューに従属するサ
ブメニューを表示するサブメニュー画面に切り替える。サブメニュー画面は図６（ｂ）に
示すような画面で、例えばメインメニューのメイン３が選択された場合は、液晶表示部１
０６に複数の選択サブメニューがサブ１からサブ６のように表示される。
（ステップＳ２１１）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２が押されている（
ＯＮ）か否かを判別し、サブメニュー表示のままで、検出スイッチ１５２が押されるのを
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待つ。検出スイッチ１５２が押されると、次のステップＳ２１２に進む。
（ステップＳ２１２）制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の
動的加速度成分の出力信号を取り込む。
（ステップＳ２１３）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２がダブルクリック
されたか否かを判別する。ダブルクリックされていない場合はステップＳ２１５に進み、
ダブルクリックされた場合はステップＳ２１４に進む。
（ステップＳ２１４）液晶表示部１０６に表示されていたサブメニュー画面を消去し、ス
テップＳ２０４に戻って、メインメニュー画面を表示する。
（ステップＳ２１５）制御部１０５は、ステップＳ２１２で取り込んだ傾き検出センサ１
１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の動的加速度成分の出力信号から、図３で説明したように、
電子カメラ１０１の傾きを判断する。
さらに、制御部１０５は、電子カメラ１０１の傾きに応じて、液晶表示部１０６に表示さ
れている複数の選択サブメニュー上をカーソル移動させる。例えば、図６（ｂ）に示すよ
うに、グレー表示されたサブ２のメニューにカーソルがあった場合に、電子カメラ１０１
を図３のパターンＡまたはパターンＤのように動かすと、サブ２のメニューからサブ１の
メニューへとカーソル移動する。逆に、電子カメラ１０１を図３のパターンＢまたはパタ
ーンＣのように動かすと、サブ２のメニューからサブ３へ、さらにサブ４，サブ５，サブ
６のメニューへとカーソル移動する。尚、メインメニューの場合と同様に、サブメニュー
がサブ７，サブ８と続く場合は、サブメニュー自体をスクロールしながら液晶表示部１０
６に表示する。
このようにして、サブメニュー上をカーソル移動させて、所望のサブメニューを選択する
。尚、選択されたサブメニューは、図６（ｂ）のサブ２のメニューのように、グレー表示
されるので、容易に確認できる。
（ステップＳ２１６）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２が押されている（
ＯＮ）か否かを判別する。検出スイッチ１５２が押されたままの状態である場合は、ステ
ップＳ２１７に進み、検出スイッチ１５２が離された場合は、ステップＳ２１８に進む。
（ステップＳ２１７）制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の
動的加速度成分の出力信号を取り込み、ステップＳ２１５に戻る。
（ステップＳ２１８）検出スイッチ１５２が離された場合は、その時点でグレー表示され
て選択されていたサブメニューに決定する。
（ステップＳ２１９）ステップＳ２１８で決定されたサブメニューで良いか否かを確認す
るメッセージを液晶表示部１０６に表示する。
（ステップＳ２２０）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２がダブルクリック
されたか否かを判別する。ダブルクリックされていない場合はステップＳ２２２に進み、
ダブルクリックされた場合はステップＳ２２１に進む。
（ステップＳ２２１）液晶表示部１０６に表示されていた確認メッセージを消去し、ステ
ップＳ２１０に戻って、サブメニュー画面を表示する。
（ステップＳ２２２）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２がシングルクリッ
クされたか否かを判別する。シングルクリックされていない場合はステップＳ２２０に戻
り、シングルクリックされた場合はステップＳ２２３に進む。
（ステップＳ２２３）液晶表示部１０６に表示されていた確認メッセージを消去し、ステ
ップＳ２１８で決定されたサブメニューを実行する。その後、液晶表示部１０６の画面を
撮影待機状態のスルー画像に切り替える。
（ステップＳ２２４）メニュー選択処理を終了する。尚、この状態で再びステップＳ２０
２に戻るようにしても構わない。
【００２８】
　このように、モード切り替えスイッチ１５３が撮影モードになっている場合は、検出ス
イッチ１５２を押しながら電子カメラ１０１の姿勢を変えることによって、メニュー画面
を見ながらメニューの選択や実行を行うことができる。特に、液晶表示部１０６に表示さ
れているメニューを見ながら、カーソルを動かしたい方向に電子カメラ１０１を傾けるこ
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とによって、傾けた方向にカーソルが移動するので、視覚的にカーソルを移動してメニュ
ーの選択を行うことができる。
【００２９】
　次に、モード切り替えスイッチ１５３が再生モードになっている場合の電子カメラ１０
１の動作について、図８のフローチャートを用いて説明する。
（ステップＳ３０１）電子カメラ１０１の電源ボタン１５４を押して電源が投入されると
処理を開始する。
（ステップＳ３０２）操作パネル１０９に含まれるモード切り替えスイッチ１５３が再生
モードになっているか否かを判別し、再生モードになるまで以下の処理は実行されない。
再生モードに切り替えられた場合は、次のステップＳ３０３に進む。尚、再生モードに切
り替えられると、電子カメラ１０１は記憶部１０７やメモリカード１０８に記憶されてい
る画像を液晶表示部１０６に表示する再生状態となる。再生画面は、例えば図９（ａ）に
示すような画面で、液晶表示部１０６に記憶部１０７やメモリカード１０８に記憶されて
いる画像が表示される。尚、この時、液晶表示部１０６の画面の下部には、記憶されてい
る画像の枚数と表示している画像が何枚目かを示す番号が表示される。例えば、図９（ａ
）の場合は、全部で１０枚の画像が記憶部１０７またはメモリカード１０８に記憶されて
いて、その中の１枚目の画像が表示されていることを示す。さらに、前後のページに画像
があるか否かを示す三角印が表示され、三角印が黒い場合は次の画像があることを示し、
三角印が白い場合は次の画像がないことを示す。例えば、図９（ａ）の場合は、１枚目の
画像が表示されているので、それより前のページには画像が無く、後のページには２枚目
以降の画像があることを示す。
（ステップＳ３０３）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２が押されている（
ＯＮ）か否かを判別し、１枚目の画像が表示された再生状態のままで、検出スイッチ１５
２が押されるのを待つ。検出スイッチ１５２が押されると、次のステップＳ３０４に進む
。
（ステップＳ３０４）制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の
動的加速度成分の出力信号を取り込む。
（ステップＳ３０５）制御部１０５は、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の
動的加速度成分の出力信号から、図３で説明したように、電子カメラ１０１の傾きを判断
する。
さらに、制御部１０５は、電子カメラ１０１の傾きに応じて、液晶表示部１０６に表示さ
れている画像のページ送りを行う。例えば、図９（ａ）に示されたように１枚目の画像が
表示された状態で、電子カメラ１０１を図３のパターンＥまたはパターンＨのように動か
すと、図９（ｂ）に示されたように２枚目の画像が表示される。逆に、図９（ｂ）に示さ
れたように２枚目の画像が表示された状態で、電子カメラ１０１を図３のパターンＦまた
はパターンＧのように動かすと、図９（ａ）に示されたように１枚目の画像が表示される
。
（ステップＳ３０６）操作パネル１０９に含まれる検出スイッチ１５２が押されている（
ＯＮ）か否かを判別する。検出スイッチ１５２が押されたままの状態である場合は、ステ
ップＳ３０４に戻って、画像のページ送りの選択動作を続ける。検出スイッチ１５２が離
された場合は、ステップＳ３０７に進む。
（ステップＳ３０７）操作パネル１０９に含まれる電源スイッチ１５４が押されるか、モ
ード切り替えスイッチ１５３が撮影モードに切り替えられた場合はステップＳ３０８に進
み、それ以外の場合はステップＳ３０６に戻り、液晶表示部１０６に表示されている画像
がそのまま維持される。
（ステップＳ３０８）再生モードの処理を終了する。
【００３０】
　ところで、図３で説明したように、傾き検出センサ１１０のｘ軸，ｙ軸，ｚ軸方向の動
的加速度成分の出力信号から、図３で説明したように、電子カメラ１０１の傾きを判断す
るが、例えば、図３のパターンＡとパターンＣは逆の動作で、検出スイッチ１５２を押し
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ながらパターンＡの動作をした後、戻す場合の動作はパターンＣのような動きになる。先
に述べたフローチャートでは、検出スイッチ１５２を押しながらパターンＡの動作をした
後、検出スイッチ１５２を離した後で元の姿勢に戻すパターンＣの動作を行うことを想定
しており、検出スイッチ１５２が離されているのでパターンＣの動作を実行することはな
い。
【００３１】
　ところが、検出スイッチ１５２を離す動作が遅れると、誤ってパターンＣの動作を実行
してしまう恐れがある。そこで、本実施形態では、静的加速度（重力加速度）の情報を利
用する。次に、静的加速度について、図１０を用いて説明する。図１０において、水平線
４０２にあった電子カメラ１０１が線４０１で示す位置まで角度θだけ傾いた場合、重力
ｇに対して、電子カメラ１０１は（ｇ・sinθ）の加速度成分を受ける。この静的加速度
成分（ｇ・sinθ）をグラフで表すと図１１（ａ）のようになる。尚、図１１（ａ）にお
いて、縦軸は傾き検出センサ１１０の出力電圧、横軸は角度θの変化を示している。また
、傾き検出センサ１１０の出力電圧は絶対値を取っているので常にプラス側にある。
【００３２】
　図１１（ａ）において、電子カメラ１０１が角度＋θだけ傾いた位置５０１から０°の
位置に戻される場合、傾き検出センサ１１０の出力電圧はＶθから０に向かって減少する
ことが分かる。逆方向に電子カメラ１０１が角度－θだけ傾いた位置５０２から０°の位
置に戻される場合も、同様に傾き検出センサ１１０の出力電圧はＶθから０に向かって減
少する。
【００３３】
　先に述べた場合に当てはめると、検出スイッチ１５２を押しながら図３のパターンＡの
動作をした後、戻す場合の動作はパターンＣのような動きになるが、静的加速度成分は、
パターンＡの動作をした時は増加する方向に動き、パターンＡの動作から戻す場合は図１
１（ａ）のように減少する方向に動くことになる。そこで、制御部１０５は、電子カメラ
１０１の傾きに応じて制御する時に、図１１（ａ）のように静的加速度成分が減少する方
向に動く場合は、その動作を無効とすることで、誤った動作を防ぐことができる。
【００３４】
　図１１（ａ）では、分かり易いように、０°の位置を基準にしたが、電子カメラ１０１
がθ0°だけ傾いた状態から検出スイッチ１５２を押して制御する場合でも図１１（ｂ）
に示すように同様に考えることができる。つまり、図１１（ｂ）において、傾き検出セン
サ１１０の出力電圧ΔＶsのオフセット電圧を中心に絶対値を取ることによって、位置５
０３を基準にして静的加速度成分の増減を判別することができる。
【００３５】
　このように、本実施形態に係る電子カメラ１０１は、傾き検出センサ１１０によって直
感的な操作を行うことができ、操作パネル１０９からカーソルキーや決定ボタンを無くす
ことができる。特に、電子カメラ１０１のメニュー操作時はカーソル操作に限定し、画像
再生時は画像送り操作に限定することで、使用者は電子カメラ１０１の動きや姿勢とコマ
ンドとの対応を記憶する必要がなくなり、液晶モニタ１０６に表示された画面を確認しな
がら直感的な操作が可能となる。また、検出スイッチ１５２を押している間は傾き検出セ
ンサ１１０の出力を有効とし、検出スイッチ１５２を離すとその時点で操作が決定される
ようにし、検出スイッチ１５２のダブルクリックで前のメニューに戻るようにしたので、
スイッチの個数を減らすと共に、複雑なスイッチが不要となる。さらに、傾き検出センサ
１１０の出力信号を用いて、静的加速度検出を行うようにしたので、電子カメラ１０１の
姿勢を戻す動作での誤動作を防止することができる。
【００３６】
　尚、上記実施形態では、撮影した複数枚の静止画像を１枚ずつ液晶モニタ１０６に表示
する際に、検出スイッチ１５２を押しながら電子カメラ１０１を左右に傾けて前の画像や
次の画像に切り替える例を示した。
【００３７】
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　これ以外にも、静止画像の一部を液晶モニタ１０６に拡大表示している際に、検出スイ
ッチ１５２を押しながら電子カメラ１０１を前後左右に傾ける動作に応じて、拡大表示し
ている部分を前後左右に移動して表示するようにしても構わない。
【００３８】
　或いは、動画像の再生中に、検出スイッチ１５２を押しながら電子カメラ１０１を前後
または左右に傾けると早送りや巻き戻しを行うようにしても構わない。
【００３９】
　尚、本実施形態で説明した構成は、電子カメラ１０１だけでなく、携帯電話，携帯ゲー
ム機，携帯音楽再生装置，携帯テレビなど様々な用途にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】第１の実施形態に係る電子カメラ１０１の構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施形態に係る電子カメラ１０１の外観を示す斜視図である。
【図３】電子カメラ１０１の姿勢と傾き検出センサ１１０の出力の関係を示す説明図であ
る。
【図４】第１の実施形態に係る電子カメラ１０１の撮影モードの動作を示すフローチャー
トである。
【図５】第１の実施形態に係る電子カメラ１０１の撮影モードの動作を示すフローチャー
トである。
【図６】メニュー画面の一例を示す説明図である。
【図７】ダブルクリックを説明するための説明図である。
【図８】第１の実施形態に係る電子カメラ１０１の再生モードの動作を示すフローチャー
トである。
【図９】再生画面の一例を示す説明図である。
【図１０】静的加速度を説明するための説明図である。
【図１１】静的加速度の変化を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４１】
１０１・・・電子カメラ　　　　１０２・・・レンズ
１０３・・・撮像部　　　　　　１０４・・・画像処理部
１０５・・・制御部　　　　　　１０６・・・液晶表示部
１０７・・・記憶部　　　　　　１０８・・・メモリカード
１０９・・・操作パネル　　　　１１０・・・傾き検出センサ
１５１・・・レリーズボタン　　１５２・・・検出スイッチ
１５３・・・モード切り替えスイッチ
１５４・・・電源ボタン
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【図２】

【図３】

【図４】 【図５】
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【図８】 【図９】
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